





































































































































































































































8.2％ と 6.5％，女性が 3.6％ と 2.6％ でし
た。この数字は当時の日本人全体の喫煙者率
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ンナーに当てはめると，禁煙して速く走るこ
とよりも，走った後の一服が優先されてしま
うのです。
　また，ニコチンは中枢神経に作用して依存
を形成する以外にも，副腎皮質を刺激してカ
テコラミンを遊離したり，交感神経系を刺激
して末梢血管の収縮や血圧上昇，心拍数増加
を来したり，強力な血管収縮作用および気管
支収縮作用を有するトロンボキサン A2を遊
離したりもすることも広く知られています。
ニコチンのドーピングにおける位置づけ
　ところで，世界アンチ・ドーピング機構
（WADA）は，毎年 1月にドーピングの禁止
表国際基準を改訂しています。その中には監
視プログラムという項目が存在し8），「禁止
表に掲載されてはいないが，スポーツにおけ
る濫用のパターンを把握するために監視する
ことを望む物質」が列挙されており，2020
年の監視プログラムにはニコチンも興奮薬の
一つとして競技会でのドーピング検査で監視
される物質として挙げられています。2020
年の時点では禁止物質ではありませんが，前
述したような末梢でのニコチンの作用が競技
力向上に寄与すると判断された場合，あるい
は喫煙者にとっては見かけ上は精神を落ち着
かせたり，集中力を高めたりする効果が期待
できるため，将来的にニコチンがドーピング
の禁止物質となる可能性も考えられます。も
しそうなれば，喫煙しているアスリートは直
ちに禁煙せざるを得なくなります。
おわりに
　近年，日本人の喫煙者はどんどん減少して
いますが，スポーツの世界にはまだまだ多く
の喫煙者が存在しています。そこに政治的な
側面や社会的な背景が垣間見られることはす
でに述べましたが，ニコチン依存から脱却で
きない競技団体関係者や指導者の影響も無視
できません。スポーツ界においては選手だけ
